
クラウドにおけるITの技術革新
Dell ITは、Red Hat Enterprise Linux OpenStack Platformを利用して、デル製のサー
バ、ストレージ、ネットワーキング、およびソフトウェアによるInnovation Labを構
築しています。

課題
Dell IT Emerging Technologiesチーム
は、新しいInnovation Labの構築およ
びサポートに利用できる、柔軟性と機
敏性に優れたテクノロジーソリュー
ションを求めていました。

ソリューション
Dell ITは、Red Hat® Enterprise Linux® 

OpenStack® Platformを使い、デル製
のサーバ、ソフトウェアツール、スト
レージ、およびネットワーキングを活
用して、ラボを構築しました。

メリット
•  Innovation Labで、新規ITプロジェ
クトの立ち上げ、最新テクノロ
ジーの迅速な導入、ユーザーエク
スペリエンスの短期間での改善が
実現した

•  セルフサービスモデルを使うこと
で、必要な仮想インフラストラク
チャの定義と実装がLabユーザーに
よって行えるようになった

•  新たな育成プロジェクトや調査プ
ロジェクトを迅速に立ち上げられ
るようになった

•  Red Hat Enterprise Linux 

OpenStack Platformとデル製の
ハードウェアおよびソフトウェア
を組み合わせて使うことにより、
IT分野におけるOpenStackのメリッ
トを示すことができた

ソリューションの内容
• ネットワーキング
• サーバ
• ストレージ

お客様のプロファイル

企業  Dell IT Emerging 

Technologiesおよび
User Experienceチーム

業種 テクノロジー
国 米国
従業員数 900

Webサイト www.dell.com

「デル製のサーバ、ストレージ、およびネットワー
クハードウェアを使ってOpenStackクラウドを構築
し、デル製ソフトウェアを使って管理することで、
私たちが求めている柔軟性を備えた仮想化ソリュー
ションが手に入ることが分かりました」

Nicolas Keller氏 - Dell IT、Emerging Technologies、テクノロジーストラテジスト

http://www.dell.com/learn/us/en/19/networking
http://www.dell.com/us/business/p/servers
http://www.dell.com/learn/us/en/04/campaigns/storage
http://www.Dell.com
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Dell IT Emerging TechnologiesおよびUser Experienceチームでは、
ビジネス価値をもたらし、デル従業員のIT運用を改善することでビジ
ネスを支えてくれる、新たなアイデアとアプローチを見出すために、
革新性に優れた最新のテクノロジーを探していました。

2013年、Emerging Technologiesチーム
は、 25以上におよぶ概念実証（POC）お
よびパイロットを実施しました。そのいず
れも、インフラストラクチャおよびソフト
ウェアに関する要件は独自のものでした。
こうした高負荷のワークロードに対応する
ために、効率性に優れた新たな運用方法が
求められました。「インフラストラクチャ
のプロビジョニングと運用には、機敏性、
堅牢性、安全性、拡張性に優れたアプロー
チが必要だったのです」とTim Dickson氏
（Dell IT、Emerging Technologies、CIO）
は語ります。「そこで、Innovation Labの
構築と管理という可能性が浮上したので
す」

このアイデアを実現する上で、2つの条件
が必要となることが分かりました。1つ目
は、他の処理を妨げることなく、チームが
各プロジェクトのリソースの動的な割り当
てと管理を個別に行える、セルフサービス
型のアプローチを採用することです。2つ
目は、日常的なインフラストラクチャ管
理ではなく、テクノロジーの研究と評価に
チームの限られたリソースを集中させられ
ることです。こうした要件を基に、どのよ
うな仮想化戦略が最適なのか、チームによ
る検討が始まりました。

Emerging Technologiesチームが選んだ
OpenStackクラウドプラットフォーム
Emerging Technologiesチームは、デルで
既に導入されている従来の仮想化ソリュー
ションから、コンバージドインフラストラ
クチャのアプローチに至るまで、さまざま
なテクノロジーソリューションに加えて、
複数のクラウドオペレーティングシステム
に対する投資を行いました。すべてのオプ
ションを検討したうえで、チームが選び出
したのが、オープンソースのクラウドプ

採用したテクノロジー

ソフトウェア

Dell Cloud Manager

Dell Foglight

OpenStack®

Red Hat® Enterprise Linux® 
OpenStack Platform

「OpenStackによっ
てもたらされる柔
軟性と機敏性は、
Innovation Labに求
められる要件に合致
しており、オープン
ソースの哲学とコ
ミュニティは、デル
が長年に渡って培っ
てきたオープンスタ
ンダード重視の文化
にふさわしいもので
す」

Tim Dickson氏  - Dell IT、
Emerging Technologies、CIO

ラットフォームであるOpenStack®だっ
たのです。「OpenStackによってもた
らされる柔軟性と機敏性は、Innovation 
Labに求められる要件に合致しており、
オープンソースの哲学とコミュニティ
は、デルが長年に渡って培ってきたオー
プンスタンダード重視の文化にふさわし
いものです」とDickson氏は語ります。

オープンソースソフトウェアは高額な
ライセンス料が発生しないものの、完
全無料というわけではない、というこ
とをIT管理者たちは経験上理解していま
す。企業のIT部門でオープンソースソフ
トウェアを最大限に活用するには、技術
的なスキルの向上に対してだけでなく、
ソフトウェアの開発とサポートを行う
コミュニティに対する投資も必要とな
ります。この点を踏まえて、Emerging 
TechnologiesチームではOpenStackの導
入にあたり、主要なチームメンバーをデ
ル社内から新たに募ることにしました。
こうして、LinuxやOpenStackの管理に
関する知識だけでなく、オープンソース
のソフトウェアやコミュニティに関する
豊富な経験を備えた新たなメンバーが、
チームに参加することになったのです。

http://software.dell.com/products/cloud-manager/
http://www.quest.com/foglight/
http://www.dell.com/learn/us/en/uscorp1/secure/2013-12-12-dell-cloud-red-hat-linux-openstack
http://www.redhat.com/products/enterprise-linux/openstack-platform/
http://www.redhat.com/products/enterprise-linux/openstack-platform/
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「Dell Cloud 
Managerを使うこと
で、必要なサービ
スの編成が可能に
なり、Dell Foglight
を使うことで、
Innovation Labに不
可欠な監視機能を利
用できるようになり
ました」
Nicolas Keller氏  - Dell IT、
Emerging Technologies、 
テクノロジーストラテジスト

チームが選んだデル製サーバ、ストレー
ジ、ネットワーキング、ソフトウェアの
ソリューション
新たに編成されたOpenStackプロジェク
トチームでは、Innovation Labをその土台
から設計することになりました。デルの
ソフトウェアチームと戦略的パートナー
シップを結び、ソフトウェアチームから提
供されるツールへの投資を行うことにし
ました。初期段階での検討が終わった時
点で、デルのテクノロジーを採用したこ
とは正しい選択であったことをプロジェ
クトチームは確信しました。「デル製の
サーバ、ストレージ、およびネットワーク
ハードウェアを使ってOpenStackクラウド
を構築し、デル製ソフトウェアを使って管
理することで、私たちが求めている柔軟性
を備えた仮想化ソリューションが手に入る
ことが分かりました」とNicolas Keller氏
（Dell IT、Emerging Technologies、テク
ノロジーストラテジスト）は語ります。
優れたアーキテクチャを手に入れたこと
で、いよいよ作業はInnovation Labの技術
設計へと移っていきました。

Emerging Technologiesチームでは、この
プロジェクトへのアプローチにあたり、
テクノロジーの育成も視野に入れていま
した。そこで採用されたのが、ビジネス
ケース主導型のイノベーション手法でし
た。チームでは、OpenStackによってどう
いった価値がもたらされるのかを見極める
ために、実際の導入例を基に最初のビジ
ネスケースを開発し、OpenStackを使って
Innovation Labを構築した際の損益分岐分
析を行いました。

プロジェクトの計画段階が進んでいく中
で、革新的な設計とそれに伴うワーク
ロードを反映する形でビジネスケースも更
新されていきました。このような継続的な
評価サイクルがプロジェクト全体に渡って
実施され、プロジェクトの継続に関するす
べての決定事項を基に、潜在的なビジネス
価値の検討が行われたのです。

デルのソフトウェアツールがもたらす 
高可用性と監視機能
最適な条件を満たした経験豊富なグループ
がチームの中心となり、プロジェクトを推

進させる有効なビジネスケースを得て、プ
ライベートクラウドを活用したInnovation 
Labの構築が、2013年の夏の終わり頃から
開始されました。クラウドを導入するうえ
で最初の課題となったのが、高可用性環境
というニーズへの対応でした。クラウド環
境のInnovation Labのサポートは単一の拠
点の小規模なチームが行うことになります
が、非運用環境での作業は世界中のチー
ムが行うことになるため、使用する環境
は耐障害性を備え、適切に統合されたも
のである必要があったのです。しかし、
OpenStack単体では、チームで設定した高
可用性と企業レベルの統合に関する要件を
満たすことができませんでした。

チームの助けとなったのは、デルのソ
フトウェアツールでした。「Dell Cloud 
Managerを使うことで、必要なサービスの
編成が可能になり、Dell Foglightを使うこ
とで、Innovation Labに不可欠な監視機能
を利用できるようになりました」とKeller
氏は語ります。デルは、OpenStackコミュ
ニティの主要なパートナーとして、コミュ
ニティの初期から関与しており、コミュニ
ティで最初に開かれたDesign Summit（デ
ザインサミット）にも参加しています。そ
のため、デルはOpenStackの導入と管理に
役立つCloud Managerなどの企業向けツー
ルの提供を重点的に行っているのです。

さらに、Cloud Managerをチームに導入
することで、新たなクラウド環境やチー
ムのOpenStackクラウド環境を単一の管
理インターフェイスで管理できるように
なりました。これは大きな進歩となりま
した。現在、Dell ITの本番稼働環境では、
サードパーティ製の仮想化ソリューショ
ンをホストしています。これは、マルチ
クラウドによる実稼働環境という長期に
渡る戦略の実効性を、チームが証明した
と言えるでしょう。

セキュリティと信頼性の要件を満たすRed 
Hatプラットフォーム
デルは、OpenStackとLinuxをサポートし
ているさまざまなベンダーについて、評価
を行いました。その結果、セキュリティと
サポート性において高評価を受けたのが、
Red Hatだったのです。プラットフォーム
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の信頼性に加えて、OpenStackに関する
サポート性、知識、投資なども加味した
結果、Dell IT Emerging Technologiesチー
ムは最高のパートナーとしてRed Hatを選
びました。最高のテクノロジーを手に入
れたプロジェクトチームは、OpenStack
を完全な形で導入しました。この環境
は、Dell Cloud Managerによる調整が行
われ、デルのネットワーキング製品、Dell 
PowerEdgeサーバ、デル製ストレージ上
で稼働しています。さらに、プロジェク
トチームでは、Dell Red Hatクラウドソ
リューションのリファレンスアーキテク
チャを、設計のガイドラインとして使用
しました。

Emerging Technologiesチーム、
OpenStackを使って新規プロジェクトの
パイロット版を作成
Dell IT Innovation Labの主な要素である
OpenStackクラウドが2つの重要な条件
を満たすように構築されたのを受けて、
Emerging Technologiesチームでは各シ
ナリオを実践に移しました。1つ目の条件
については、企業での検索、Webキャス
ト、コンテンツ管理などに関する概念実
証がクラウドで実行されています。この
作業はInnovation Teamが継続して行って
おり、クラウドで行われているPOCおよ
びパイロット版の一覧も大幅に更新され
ています。

2つ目の条件については、Dell ITの環境
における特定の本番稼働環境ワークロー
ドでOpenStackの使用が可能かどうか、
Innovation Teamが証明を行っていま

す。2014年、プロジェクトチームは他
のITチームやビジネスパートナーと協力
して、低コストで堅牢性に優れたデータ
アーカイブ（マルチアクティブコピーな
ど）でのOpenStackの使用、ソフトウェ
アの導入とテストでのセルフサービス型
インフラストラクチャの使用、クラウド
対応のアプリケーションとワークロード
でのソフトウェア定義型インフラストラ
クチャの使用について、実稼働環境で可
能がどうかの証明作業を行います。

プロジェクトチームでは、これらのシナ
リオについてOpenStackが技術的に利用
可能であり、優れたビジネス価値をもた
らすであろうという確信を持っていま
す。この確信を踏まえ、オープンソース
コミュニティと、次世代のクラウド管理
/編成ツールを構築するDell Softwareの
パートナーの両方において、OpenStack
の成長および成熟に貢献できるよう力を
注いでいます。「大企業ならではの事情
があったからこそ、拡張性の高い異機
種混在のプライベートクラウド環境を
OpenStackによってどのようにサポート
するか、ということについて直接的な体
験や要件、ガイドラインを得ることがで
きたのです」とTim Dickson氏（Dell IT、
Emerging Technologies、CIO）は語りま
す。Innovation Labプロジェクトにおけ
るさまざまな取り組みとプロジェクト自
体の成功により、Emerging Technologies
チームでは2014年末まで、OpenStackを
Dell ITの本番稼働環境で実行させる予定
になっています。

「大企業ならでは
の事情があったか
らこそ、拡張性の
高い異機種混在
のプライベート
クラウド環境を
OpenStackによっ
てどのようにサ
ポートするか、と
いうことについて
直接的な体験や要
件、ガイドライン
を得ることができ
たのです」

Tim Dickson氏  - Dell IT、
Emerging Technologies、CIO

デルのすべての導入事例をご覧になる場合は、dell.com/casestudiesにアクセスしてください。
デル・サービスの提供内容および条件は、地域によって異なります。詳細については、dell.com/servicedescriptionsをご覧くださ
い。© 2014年4月、Dell Inc. DellおよびPowerEdgeは、Dell Inc.の商標です。OpenStackは、OpenStack Foundationの登録商標で
す。Red HatおよびRed Hat Enterprise Linuxは、米国およびその他の国におけるRed Hat, Inc.の登録商標です。この導入事例は情報の
提供のみを目的としています。デルは、明示的であれ黙示的であれ、この導入事例に記載されている内容についていかなる保証も致
しません。文書番号:10013402

http://www.dell.com/casestudies
http://www.dell.com/Learn/us/en/555/by-service-type

